
膵臓・胆道がんの
新規検査について
愛知県がんセンター 消化器内科



膵臓・胆道がんに対する
がん遺伝子検査



がんとは？

•遺伝子の変化
（遺伝子変異）が
原因で起こる病気



体は遺伝子の情報にそって作られています。

「遺伝子」は体を作るために
必要な設計図



遺伝子変異

遺伝子変異（遺伝子の変化）が起こると、

間違った情報が伝わり、正しいタンパク質
が作られず、体の働きを大きく損ねたり、

病気の原因になることがあります。



がんの発生のしくみ
がんの発生には、細胞の分裂や

増殖の遺伝子変異が関係しています。



「がんゲノム医療」とは？

• がん患者さん一人ひとりの「がんの遺伝子」の情報を

診断や治療に活かすことで、より患者さんに合わせた

個別化医療を提供するために行われる医療です。



がん遺伝子パネル検査

次世代シークエンサーという装置を使い、がんの発生に関わる複数
の「がん関連遺伝子」の変異を一度に調べる。

特徴

目的
患者さんのがんの遺伝子を詳しく調べて、一人ひとりに合わせた
治療につなげる。

ヒトの遺伝子のうち、がんの発生に関わる
遺伝子セット（パネル）を一度に解析



がん遺伝子パネル検査
がんの組織が必須です



がん遺伝子パネル検査は組織が大量に必要
です。しかし、膵臓は腹部の奥深くにある
ため、検査に必要な組織量をが採取するこ
とが難しいといわれています。

膵臓



超音波内視鏡検査

脾動脈

脾静脈
膵嚢胞

膵体部

超音波内視鏡は、超音波装
置(エコー)をともなった内視鏡
で、胃や十二指腸の中から

超音波検査を行います。

体表からのエコー検査と異なり、
胃や腸の中の空気や脂肪・骨
などの妨げをうけないため、より
詳細に膵臓の観察をおこなうこ
とができます。



当院では色々な工夫を行っている為、超音波内視
鏡下で膵がんの組織を採取して遺伝子パネル検査
を行うことができます。

せん刺針



膵臓

胃内

胃壁

超音波内視鏡下吸引生検術

超音波内視鏡下穿刺吸引生検法(EUS-FNB)

超音波内視鏡で腫瘍を確認し、内視鏡から針を出し
てせん刺して生検をおこないます。通常2泊3日の入院
で行います。鎮静剤を使用するため苦痛は少なく、出
血などの合併症の頻度も少ないです（1%前後）。

腫瘍

採取した組織

EUS-FNB画像

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCMvi05uIiMYCFUErpgodXfUAjQ&url=http://www.takatsuki.jrc.or.jp/branch/digestive_Endoscopy_Center.html&ei=trd5VcsvwdaYBd3qg-gI&bvm=bv.95277229,d.dGY&psig=AFQjCNF1jZL8msjh4S8BBmqffxx53GS_Cg&ust=1434125765721488


当科の超音波内視鏡の件数
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EUS EUS-FNA

当科では、膵のう胞や膵癌を
はじめとした膵疾患に対し、質
の高い医療を提供しています。
とくに超音波内視鏡を駆使し
た、早期診断と治療に力を入
れている全国でも指折りの施
設です。

EUS:超音波内視鏡、EUS-FNA:超音波内視鏡下吸引針生検



•標準治療（一つ目の化学療法）が終了または終
了する見込みのある患者さんは保険適応で検査
を行うことができます。

•自費診療であればどのタイミングでも遺伝子パ
ネル検査を受けることができます。

遺伝子パネル検査適応
（膵臓・胆道がん）

興味がある患者さんは担当医または
外来看護師に質問してください。



膵臓・胆道がんにおける新規診
断法に対する研究内容のご紹介



•当科では患者さんの利益になるよ
う新規診断法の研究・開発を行っ
ています。

•現時点では開発段階のため患者さ
んに提供できないものもあります
が、その一部を紹介させていただ
きます。



人工知能の研究

• 人工知能とは、画像などを人間のよ
うにそのパターンを学習して、自動
的に認識・診断する最新技術です。

• 当科では過去に蓄積された内視鏡や
超音波内視鏡画像を人工知能に学習
させ、診断が難しい病気の自動診断
を試みています。



人工知能

大量の画像データ
（ビッグデータ）

ラベル付き画像
を大量に学習させる

人工知能の作成方法１

例：パンダの画像だよ
（ラベル）

最初に大量のデータをどの画像がどの内容
（ラベル）か、人工知能に覚えさせます。



人工知能

人工知能の作成方法２

この画像は何？

次に画像を判定させます。学習が足らないとよく間違えます。
間違えたら少しずつ人工知能を調整します。

人工知能の答え
ネコ！

（学習が足らないとき）



人工知能

人工知能の作成方法３

この画像は何？

充分に学習させると、人工知能の間違いが減り
どんな画像でも分類できるようになります。

人工知能の答え
パンダ！

（充分に学習した時）



人工知能は何を使って学習する？

スーパーコンピューターGPU入りコンピューター

特殊な半導体（GPU）が搭載されたコンピューターとスー
パーコンピューターを使用して学習を行います。



人工知能は何を使って学習する？

コンピューターを動かすためには特殊な言語（プログラ
ミング言語）を用いた何千から何万行の記述が必要です。



人工知能を用いた膵のう胞鑑別
•膵のう胞（液体がたまった袋）の一種である膵
管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）は時に癌化する
ことがあります。

• IPMNは画像診断だけでは癌の判定が難しいこ
とがあり、人工知能を用いて自動判定する研究
を行っています。
膵臓

膵のう胞

膵のう胞（IPMN）の超音波内視鏡画像



• 人工知能はdeep learningを用いて作成します。

• 画像を人工知能に直接読み込ませて学習させます。

• 学習はスーパーコンピューターを用いて行います。

• 学習した人工知能に超音波内視鏡画像を入力すると癌か良性
か瞬時に判定してくれます。

• 将来的には人工知能による全疾患の自動診断を目指します。

人工知能の模式図 人工知能の判定画面

人工知能

人工知能がのう胞の領域と診断を自動判定



当科では膵・胆道疾患の最先端の診断・治療を行っています。
もし膵・胆道の病気で心配なことがあったら当科までご相談ください。


